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急
激
な
投
資
減
少
で
懸
念
さ
れ
る

建
設
産
業
の
疲
弊
と
将
来
へ
の
不
安

日
本
で
は
、
建
設
産
業
に
携
わ
る
ほ
と
ん

ど
の
事
業
者
が
地
域
を
基
盤
と
し
て
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
道
路
や
橋
、河
川
な
ど
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
・
更
新
の
担
い
手
と

な
り
、
災
害
時
に
は
初
動
対
応
か
ら
応
急・復

旧
作
業
に
至
る
ま
で
、
現
場
の
最
前
線
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。多
く
の
企

業
が
国
や
地
方
公
共
団
体
と
災
害
協
定
を
結

ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
各
地
域
の
建
設

産
業
は
日
本
と
地
域
社
会
の
安
全
・
安
心
を

支
え
て
き
た
、ま
さ
に「
国
土
の
守
り
手
」と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
現
在
、
市
場
環
境
の
変
化
と
と
も

に
、
建
設
産
業
は
急
速
に
疲
弊
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
公
共
・
民
間
と
も
に
建
設
投
資
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
り
、
平
成
24
年
度
に
は
ピ
ー

ク
時（
平
成
４
年
度
）の
半
分
近
く
に
ま
で
落

ち
込
み
ま
し
た
。
価
格
競
争
に
よ
る
受
注
競

争
が
激
化
す
る
な
か
で
、
受
注
高
の
減
少
や

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
が
企
業
の
利
益
率
を
押
し

下
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
は
下
請
け
へ
の
し

わ
寄
せ
や
賃
金
低
下
へ
と
広
が
り
、
就
業
者

を
取
り
巻
く
労
働
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
技

術
者
・
技
能
者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
ま

し
た
。
現
在
は
就
業
人
口
の
う
ち
、
55
歳
以

上
が
３
割
を
超
え
、
29
歳
以
下
は
約
１
割
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。こ
の
状
況
が
続
け

ば
、
少
な
く
と
も
10
年
以
内
に
は
技
能
労
働

者
の
不
足
が
恒
常
化
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
地
方
で
は
事
業
者
の
小
規

模
化
が
著
し
く
、
事
業
の
存
続
す
ら
危
ぶ
む

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、現
場
の
施
工
機
能
が
低
下

し
、将
来
に
わ
た
る
技
術
継
承
が
難
し
く
な
る

だ
け
で
な
く
、社
会
イ
ン
フ
ラ
や
災
害
対
応
の

担
い
手
と
し
て
地
域
を
支
え
る
こ
と
も
困
難

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
産
業
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

４
つ
の
理
念
と
方
向
性

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
国
土
交
通
省
で

は
次
の
４
つ
の
視
点
か
ら
建
設
産
業
の
活
性

化
策
を
講
じ
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

1
公
共
事
業
の
入
札
に
お
い
て
個
別
の

品
質
だ
け
で
な
く
、地
域
社
会
に
お
け

る
中
長
期
的
な
担
い
手
を
確
保
す
る

こ
と

2
企
業
の
評
価・選
定
理
念
の
明
確
化
と

行
き
過
ぎ
た
競
争
を
是
正
す
る
こ
と

3
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
官
民
が
協
力

し
、
適
宜
役
割
を
分
担
す
る
こ
と

4
建
設
産
業
の
構
造
的
な
問
題
を
受
け

て
、元
請
か
ら
下
請
の
技
能
労
働
者
ま

で
施
工
体
制
全
体
の
持
続
可
能
性
を

確
保
す
る
こ
と

日
本
の
地
域
社
会
を
支
え
る

建
設
産
業
の
現
状
と
支
援
の
あ
り
方

［ 特 集 ］
日本社会・地域経済を支える
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未来への展望
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注1　投資額については平成21年度まで実績、22年度・23
年度は見込み、24年度は見通し

注2　許可業者数は各年度末（翌年3月末）の値
注3　就業者数は年平均。平成23年は、被災3県（岩手県・

宮城県・福島県）を補完推計した値について平成22年
国勢調査結果を基準とする推計人口で遡及推計した値

出所 ： 国土交通省「建設投資見通し」・「許可業者数調べ」、
総務省「労働力調査」
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建設投資のピーク 84.0兆円（4年度）

就業者数のピーク 685万人（9年平均）
許可業者数のピーク 600千業者（11年度末）

503万人
（24年平均）

484千業者
（23年度末）

建設投資
45.3兆円

建設投資
ピーク時比
▲46.0%

許可業者数
ピーク時比
▲19.5%

就業者数
ピーク時比
▲26.6％

土地・建設産業局
建設業課 課長補佐

南 衛
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こ
れ
ら
４
つ
の
視
点
を
理
念
と
し
、
さ
ら
に

「
多
様
な
入
札
契
約
方
式
」「
ダ
ン
ピ
ン
グ
対

策
と
適
正
な
価
格
で
の
契
約
」「
人
材
の
確
保

と
育
成
」「
地
域
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
と
将
来
的

な
品
質
確
保
」の
４
つ
の
方
向
性
を
意
識
し
な

が
ら
具
体
的
な
施
策
の
検
討・実
施
を
進
め
て

い
ま
す
。

例
え
ば
直
近
で
は
、
健
全
な
入
札
及
び

過
剰
な
競
争
の
抑
制
を
目
的
に
し
た「
低
入

札
価
格
調
査
基
準
の
引
上
げ
」や
建
設
労
働

者
の
不
足
状
況
や
賃
金
の
上
昇
に
合
わ
せ
た

「
平
成
25
年
度
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の

引
上
げ
」な
ど
の
措
置
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
25
年
４
月
18
日
に
は
、
国
土
交
通
大
臣

か
ら
建
設
業
団
体
に
対
し
て
、
適
正
価
格
で

の
契
約
、
適
切
な
水
準
の
賃
金
支
払
い
な
ど

を
徹
底
す
る
よ
う
、
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、福
利
厚
生
の
視
点
に
基
づ
い
た

事
業
者
の
社
会
保
険
加
入
へ
の
働
き
か
け
や
、

若
年
層
の
入
職
促
進
を
目
的
と
し
た
戦
略
的

な
広
報
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
建
設
産
業
支
援
で
、

安
全・安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
へ

こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
施
策
を
考
え
る
上

で
、
近
年
、
私
た
ち
が
特
に
強
く
意
識
し
て
い

る
の
が「
地
域
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」と
い

う
考
え
方
で
す
。新
た
な
も
の
を
造
る
だ
け
で

は
な
く
、
既
に
地
域
に
あ
る
も
の
を
維
持
・
管

理
す
る
担
い
手
と
し
て
建
設
産
業
を
と
ら
え
、

支
援
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
の
支
援
策
の
一
つ
が
平
成
23
年
か
ら
２

年
間
に
渡
っ
て
実
施
し
た「
建
設
企
業
の
連
携

に
よ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」で
す
。
地
域
の

企
業
体
の
連
携
に
よ
り
、
介
護
や
環
境
保
全

な
ど
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
新
規
事
業

を
立
ち
上
げ
、
雇
用
促
進
や
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
91
組

が
助
成
を
受
け
ま
し
た
。本
誌
６
〜
７
ペ
ー
ジ

で
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業
が
数
多
く
花
開

き
、
建
設
産
業
の
活
性
化
と
と
も
に
地
域
貢

献
の
面
か
ら
も
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
支
援
事
業
は
平
成
24
年
12
月
で
終
了
し

ま
し
た
が
、「
建
設
企
業
の
た
め
の
経
営
戦
略

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事
業
」で
は
、
平
成
24
年
ま

で
の
経
営
相
談
に
加
え
て
、技
術
者
に
よ
る
相

談
や
資
金
の
助
成
な
ど
の
支
援
策
を
強
化
し
、

平
成
25
年
度
も
募
集
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な「
取
り
組
み
の
種
」を
タ
イ
ム

リ
ー
に
蒔
き
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
な
入

札
契
約
制
度
や
労
働
環
境
な
ど
産
業
を
育
む

「
土
壌
」を
地
道
に
改
革
し
続
け
て
い
く
こ
と
。

こ
の
両
面
か
ら
の
支
援
・

施
策
を
通
じ
て
、地
域
を

支
え
る
建
設
産
業
の
活

性
化
を
図
り
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
国

土
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

建設企業による
新事業展開

環境 21%

技術・
ノウハウ
15%

リフォーム
11%農業 11%

維持管理 9%

林業 8%

耐震 6%

観光 6%

CM 2%
PPP/PFI 1%
介護 0.4% その他 9%

（出典）「建設企業の連携によるフロンティア事業」における
　　　申請分野（分野は申請内容により複数該当）

建設産業の活性化に向けた４つの検討の方向性

時代のニーズや事業の
特性に応じた多様な入札契約

方式の導入と活用

ダンピング対策の強化、
適正価格での契約の推進

現場を支える技術・
技能者の確保・育成

地域のインフラメンテナンス、
災害対応などの的確な確保、

将来的な品質確保

◦建設企業のノウハウを最大限活用するため
の方式

◦ダンピングや下請・職人へのしわ寄せ防
止に資する方式

◦入札手続きの各段階における企業評価の
あり方　　　　　　　　　　　      など

◦若手の技術者や技能労働者の確保・育
成方策

◦平成25年度公共工事設計労務単価の引
上げ

◦若者の入職促進などに向けた戦略的広報
　　　　　　　　　　　　　　　　 など

◦低入札価格調査基準の引上げ
◦必要な経費や賃金が支払われる適正な

価格での元下請契約　　　　　　 など

◦維持管理事業（地域維持事業、構造物
の長寿命化対応など）の適切な推進のた
めの方式

◦建設機械の取得促進　　　　　　 など

1

3

2

4




